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地中レーダを用いた液状化跡地の調査 
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1.研究背景  
	
 2011年3月11日，午後2時46分頃，宮城県牡
鹿半島を震源とした東北地方太平洋沖地震が

発生した.その規模は，マグニチュード9.0，最
大震度7を観測し日本観測史上最も大きく壮大
な被害をもたらした.関東地方においても最大
震度5強を観測し，特に千葉県内の浦安市では，
地盤振動の影響により，地面(アスファルト)が
盛り上がりその隙間から泥水が噴出するなど

液状化が生じ，液状化現象というものが多くの

人々に認識されるようになった(図-1). 
	
 そこで本研究では，地中レーダを用いて千葉

県浦安市内における液状化発生箇所を対象と

し，地下の様子を視覚化するとともに，液状化

が発生していない箇所との比較・検討をし，地

層内での状態を評価することを目的とした. 
 
2.現地調査  
	
 液状化の発生しやすい地形は，臨海部の埋立

地，沼地や田んぼを埋めた造成地と言われてお

り，過去の地震で液状化が発生した震度は，お

おむね震度5程度だと言われている(2).浦安市
では，昭和40年代から海面埋立事業が行われ，
現在では，市域の約4分の3を造成した埋立地
で占めており(3)，今回の東北地方太平洋沖地震

の影響により浦安市では，液状化が発生する可

能性が十分高かったことが考えられる.その中
でも浦安市高洲地区は，地震発生直後に液状化

現象が見られ，マンホールが地上から約95cm
浮き上がるなどの影響があった(図-2). 
	
 そこで本研究では，実際に液状化が発生した

浦安市高洲周辺地域を対象(図-1)とし，地中レ
ーダを用いて地層の解析を行った. 
	
 現地調査は，2014年10月に行い，米国GSSI
社製の単チャンネル地盤透過レーダシステム

SIR-3000 (地中レーダ)に400MHzのアンテナ
を接続しプロファイル測定による手法を採用

した. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1	
 ゆれやすさマップ：浦安市 
(出典：千葉県(1)) 

 

 
図-2 浦安市内における液状化による 

影響 
 
取得したデータの解析には，RADANver.6.5
を用いて画像処理を行うこととした. 
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3.結果と考察 
	
 誘電率を6で設定したプロファイル測定の
結果をRADANにより画像処理した結果を図
-3，図-4に示した.左に表示されているカラーバ
ーは，振幅を示している.2つの画像を比較する
と液状化が発生した図-3の結果から，深度3〜
4m付近において特徴的な層が判読出来る.本
来液状化は，飽和した砂質地盤の間隙水圧が上

昇し，有効応力が低下して地表面に泥水が噴出

するが，今回のケースでは，地表に到達せずに

地下内部で液状化が生じた潜在的噴砂により，

成形された層ではないかと考えられる(2)(4). 
	
 総合的な考察として，液状化発生地と液状化

未発生地を比較すると特徴的な層を把握する

ことが出来たが，画像による面的評価だけなの

で今後の課題としてボーリング調査と併せて

検証する必要がある.しかしながら地中レーダ
は，地下の状態を簡易的に視覚化することがで

き，面的に評価出来るため，地下の状態を把握

する上で有効な手段であると考えられる. 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.まとめ  
	
 本研究では，液状化発生箇所を対象に地中レ

ーダを用いて調査を行い地下の状態を視覚化

するとともに液状化跡地の地層の変化を把握

に関する調査を行った.今後は，他の浦安市周
辺での調査を実施し，更なる知見を収集する予

定である. 
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